
本分科会のねらい

活 動 内 容

本分科会のポイント

メディカル・ウェルネスデバイス分科会

センシングシステム研究センター

福田 隆史（t-fukuda@aist.go.jp）

ともに挑む。つぎを創る。

● 各分野での第一人者を招いた講演会、討論会、ヒアリングなどを通じた情報収集

● 技術・デバイス・システム・サービスの各レイヤーの専門家による俯瞰的・多元的分析

● リビングラボを舞台とした実験・実証環境を整備

人の健康を見守り、安心・快適な日常生活をサポートする生体計測技術及び環境健全性

センシング技術は、社会の高い関心を集めており、大きな市場拡大が期待されています。

このような市場の拡大を支える生体計測技術、バイオセンシング技術、環境制御技術など

の動向、心理学、物理学、建築学、人間工学、サービス工学などの学術的知見の習得、お

よび、ユーザー／サービス関連情報の調査などを通じて、社会課題の解決を目指します。

さらに、参加メンバーの開発競争力強化やメンバー間の連携強化を通じて、外部競争資

金の獲得、事業化を目指した共同研究の実施などにつながる活動を目指します。

健康 診断・医療

衛生・
バイオ

● 健康・診断・医療・衛生・バイオ分野における現場ニーズの収集と分析

● 上記ニーズや社会動向に応える技術・デバイス・システム・サービスの検討、開発

● 参加メンバー間での新たな連携プロジェクトの創出
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